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東京アマデウス合唱団

第 22回定期演奏会

くアルプレヒツベルガー&ラインベルガー>

2003年 11月 3日 (月・祝〕
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「指 揮 者 か ら の メ ッ セ ー ジ 」

′」ヽ そ=な 合
口昌 団 ノ、

小さなアマチ ュア合唱団は演奏技術、財務運営、その他

あらゆる活動面で多くの苦労を強いられます。団員一人一人へ

かかる負担も大きくなります。東京アマデウス合唱団もそんな

状況の下で頑張って定期的に演奏会を開いてきた合唱団です。

団員の努力と熱意に心から敬意を表します。

つくづく感 じますのは、人と人が結び合いながら一つの活動

を続けていくのは容易でないということです。人の性 として

消 し去ることが難 しいエゴイズムをコントロールし、寛恕、

思いやり、手助け、奉仕、義務といった行いを多く為すこと。

昨今、世界中に渦巻くクローバル化の中で、熾烈さを増して

いる競争第―主義、勝ち組負け組に分別する原理とは正反対の

行き方が、真に組織を生かし人を生かす、これは合唱団ばかり

でなく、あらゆる団体活動にいえることだと思います。そんな

意味で私には合唱団という場が、人生に於ける、人間性を養う

為の修練所のようにも思われます。

差 し出がましくなってしまいました。失礼 と思いつつも、

少人数で頑張 っている東京アマデウス合唱団と、日本中の全て

の同じような小合唱団への励ましのメッセージの意を籠めさせ

ていただきたいと思います。お赦 しを願う次第です。

(指導 指揮 水 野 克 彦 )

「水野先生が現在指導している主な合唱団」

渋谷混声合唱団   東京クリスマス・オラ トリオ・アカデミー
東京三菱銀行合唱団 女声合唱団アンサンブル・フローラ
東京アマデウス合唱団 等
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挨 拶

本日は、お忙 しい中をご来場頂き、団員―同厚 くお礼申し

上げます。

東京アマデウス合唱団は 1980年 創立以来、ほぼ毎年 1回
の定期演奏会を行い、 22回 目の定期演奏会を迎えることと
なりました。

今回は、「ラインベルガー」作曲の「スタバ トマーテル」

を、本来のパイプオルガンの伴奏で演奏 したいという団員の

希望を実現するため、これをメインの曲とし、「ベルガー」

(山 )と いう名前に因んで、ラインベルガーより100年 前の
「アルプレヒッベルガー」の作品を加えてプログラムを組み、

更に、 ドイッ語日の作曲者でもあるため、ラテン語の ドイツ式

発音にも挑戦してみました。

本日は、すべてバイプオルガンの伴奏で演奏するほか、水野

克彦先生のオルガンツロを加 えた豪華なプログラムとなり

ましたことを、団員―同大変嬉しく思っております。

また、水野先生の懇切 な御指導 と堀江和子さんのパイプ

オルガンの伴奏に助けられ、さらには毎回遠 くからわざわざ

ご来場頂きます皆様方からの暖かいご支援にも支えられ、

少人数ながらも演奏会を開催出来ますことを、団員一同心から

感謝いたしております。

団員の一人一人も精一杯の力を出し切って今回のコンサー ト

を成功させたいと思っておりますので、 100年 を隔てた 2人
の名作曲求の異なった雰囲気や味わいを、ゆっくりとお楽しみ

頂ければ幸いです。

(東京アマデウス合唱団 団長 柿 沼 哲 )
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第 1ステージ  」ohann C eo「 c A lbrechtsber9er 0 736～ 1809)

(オルガン)
l Praeludiun in D op 12-2
(合 唱)
2 Ave regina co● lo「umはうこそ、知妊さ詢
3 Mi― in D(ミサ現 )

第2ステージ   」osef Gabriel Rheinberger0839-1901)

(オルガン)
4.MeditdionOn op 167脚 P roludio
(合 1昌 )

5. F anf H ynnen,(D● 体鴻蠍)
l Tribulationes(靱 tO識砿わひ討 )
2 Dextera Domini― を為される)
3 Eripe mo(私を回 さ昴て〈(さい)
4 Ave rogina coe orumllう こで、力咬五さま)
5 Ange is suis(離臓 tちに命じられた)

(オルガン)

6.Meditationen op 167よりCanzonetta
(合 唱 )

7 Stabat Mater,in g op 138
(悲し観雖れて居う祉 )
報 徴 報 撥 慟
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寝奇 摘巨・パイプオルガン謬菫 居議
水 野 ネ 彦

東京芸術大学卒業。

ビアノを滝崎鎮代子、クラ リネッ トを千葉国夫、室内楽を

細野孝興の各氏に師事。オルガンの手ほどきを今井奈緒子氏に

受ける。芸大バッハ カンタータ クラフに在籍中、小林道夫氏

の薫陶を受ける。

日本オルガニス ト協会会員。

準卜 彗∋ パイプオルガン
堀 江 和 子  (兼 、網 ピアニス ト)

武蔵野音楽大学短期大学部ピアノ科卒業。

キリス ト教音楽学校パイプオルガン科卒業。同研究科程修了。

ピアノを水本雄三、野村文子、オルガンを高橋靖子の各氏に師事。

現在、著荷谷キリス ト教会オルガニス ト 聖歌隊伴奏者。

日本オルガン研究会会員。

ソ リ じス

松 原

ト  パリトン
友

大阪府出身。大阪府立夕陽丘高校音楽科在学中に第 51回全国学生

音楽コンクール (毎 日新聞社主催 )全国大会第 1位。2002年 に東京

芸術大学を卒業 し、現在同大学院 2年在学中。三林輝夫に師事。

ドイツリー トをビアニス トの小林道大に師事し、氏と共に多数の

演奏会に出演。オペラでは「魔笛」、「ヘンゼルとグレーテル」、

「ジャンニ・スキッキ」、「メリー・ウイ ドウ」等に出演。

2002年湯布院音楽祭、清里音楽祭に出演。

東 京 ア マ プ ウ ス 舎 唱 団

S op 辻村順子・村松あおい・吉川ゆかり

A It 伊藤正子 大久保ルミ子・大友美佐・小川由美子・宮崎米子
T on 小沢 仁・片岡 繁・ 古澤忠久
B as 柿沼 督・野口 碩



§ 演 奏 曲 目 ιこ 襲 てヽ:S

今回の演奏出目の二人の作曲者は、一方はオーストリアのウィーンの郊外に生まれて

生涯の大半を国王継承戦争後のウィーンで過ごし、晩年は富廷オルガニストとウィーン

最高の教会の座を占める聖シュテファン大聖堂の楽長として生涯を終え、ヨーゼフ・

ハイドンとほぼ同時代を生きた前期古典派の前期ウィーン学派に属するのに対して、

他方はオーストリアとスイスに挟まれた、 ドイツ語を公用語とする小さな公国に
生まれ、ほぼ百年後のロマン派の時代をドイツのミュンヘンで過ごし、晩年はパイエル

ンの富廷楽長として生涯を終えたという面では、時代的にも地理的にも隔たりがある。

しかし、二人は大きな共通性がある。すなわち、激動と啓蒙主義の時代に在りながら

どちらもカトリック教会音楽と宮廷音楽に深く関わり、教会オルガニストとして鍵盤

音楽に精通し、政会音楽として作曲される声楽曲の作品にもオルガン奏者の感覚が常に

働いて居り、何よりも作曲法の教師として最も尊敬され、その作品が作曲の模範として

時代の人々にその穏健性が受け容れられていた事である。したがって、ベートーヴェン

やワーグナーのような新時代を切り開く創造性は無かったが、替りに中世及びバロック

以来の音楽の伝統を基礎に、緻密さと技術の点で、そして精神面で、当時の理想を作曲

に反映し得ていた。

Johantl Ceorg Albrechtttberger(1736-1809)

◇ P rae udium 二長欄 作品 12の 2
1802年から翌年に掛けて、Stephansdom(聖 シュテファン大聖堂)の楽長の任務に

在ったアルプレヒッベルガーが大聖堂のミサのために作曲したオルガンまたはピアノ

フォルテのための前奏曲 6曲をまとめた自筆鵬資料 (オーストリア日立図書館蔵)の

第 2曲に含まれているもので、構成はアダージョで前半の上昇形を描いて高潮していく

フレーズと、後半のそれを転潤させながら、ヴァリエーションとして下降形を描く

フレーズとの二部形式の曲である。

◇Avo Rogina coeloru■  口短調
アルプレヒツベルガーは1736年2月 3日 ウィーン近郊KlosternouburOで 生れ、七歳の

とき地元のアウグスチノ修道会の少年聖歌隊員になり、そこでLoopOld Pittnerか ら

オルガンと通奏低音を学び、G tt Honnに 作曲を学んだ。更にメルク大修道院のLriOn
Curtler,」。soph Weis3に 作曲法とオルガン奏法の訓練を受け、ウィーンのイエズス会

神学校に学んだのち、方々の教会のオルガニストを務め、1772年からカルメル会の政会

(後の聖ヨーゼフ教会)の聖歌隊指導者、1773年から冨廷礼拝堂のオルガニストとして
奉職した。この曲はプタベストのSzechenyi日立図書館に自筆話が保存されていて、

四曲OAve RoOinaがセットになつている。第二曲卜短調、第一曲へ短口、第四曲口短ロ

の順に綴じられていて、第三曲は紛失している。今回演奏するのは第四曲である。



このセットの自筆譜の最初のページに「1773」 と記入された数字が四曲の成立年月と考え

られている。グレゴリオ聖歌の習慣から2月 2日に行われる聖母マリア御浄めの祝日から

聖木曜日の終課までの間に使われたか、或は降誕節の晩課のために作られたと考え

られるオルガン伴奏付のアンティフォーナである。くRegina coelorum天の女王様>
くG●ude Virgo gIoriosaお喜びください、誉れ高さ処女よ>く Vai● ,o vaide d●oora

お健やかに、おお何ともすばらしい処女よ>がホモリズムで歌われて荘厳さが強調され

るほかは、すべてフーガの技法を駆使し、終結部のくet pro nobis Christun exora

私たちのためにキリストを懇願して得られて下さい>では二つの主題を持つ
~薔
フ_ガ

が展開される。この作曲者がフーガの作曲に没頭し始めた時期を反映して、最も充実

した作品の一つと評価が高い。

◇M●― (ミサ曲)二長調

この曲も1791年 Stophansdomの 副楽長に友人モーツァルトの後任として就任する

前の富廷礼拝堂のオルガニストとカルメル会の敦会の聖歌隊指揮者を兼務した時代の

作品で、作品は同じくS26chlny,国立図書館に保存されている自筆譜末尾のラテン膳の

メモによると1783年10月 であり、オルガン伴奏付きのア・ カッペラ風に書かれた作品

である。三十五曲あるミサ曲作品の第21番として作曲者自身の作成した目録に載って

いる。Kyrioは荘厳にくKyrio el● ison>をモノフォニックに歌い出したあと、すぐに

二重フーガに移る。このフーガを19nue D● i後半くOona nobis pace●>で主題を変形

させながら再び展開させている。Gloriaは和声を持つ二組の旋律を皇示しては応答

させる形、一つのパートに歌い出しを先行させて他のパートにポリフォニックに模傲

させる形を見せながら、全体としてソナタ鳳にまとめてある。その和声はこの曲の注目

される点で、変化に富み、意外性が十分にある。Credoはこれも同じく一つのパートに

歌い出しを先行させて他のパートにポリフォニックに模倣させる形を基本にしながら、

くEt hcarnatu6●St>の部分はモノフォニックな部分を際立たせて、信仰告自の最も

重要な部分である受肉されたキリストが私連の罪のために十宇架に掛かられた事を告自

する部分が浮き彫りになるように、構成されている。くEt resurrexit>以 下はフーガ

風に、或は一つのパートに歌い出しを先行させてポリフォニックにそれを追う形を守り

ながら主題を展開させ、終結部を構成している。Sanctusと 3ooodictusも フーガ風に、

或は上に述べて来た先唱付のポリフォニーで構成される。SanctusのくGloria tuo>を

この基本形を使いながらスキップするように欧うのは、バッハの日短ロミサの影響かも

知れない。Agnus Deiも冒頭部のあと直ちに先唱付のポリフォニーの形で前半部分が

展開し、くDona nobis pa―>は前述のフーガと終結部から成り、カデンツァも先日付

のポリフォニーで終わる。

アルブレビツベルガーは、この曲を作曲後1793年Stephaned“の楽長に昇任、1809年

3月 7日死去まで動めた。彼はその卓越したオルガン濱奏の腕前とともに対位法に精通

していたことが時代の人々に高い評価を受け、大勢の人々から教えを請われることに

なつた。1794年から95年にかけてベートーヴエンが彼からフーガなどの作曲法を学んだ

事はよく知られている。



」o8ef G8briel Rhoillberger(18391901)

◇ModitatiOnen 作品167よ りPreludio 変ホ長調

ラインベルガーはすぐれたオルガン奏者であるとともにオルガン音楽の作曲家として

ロマン派の時代を形成した重要な存在の一人であった。その存在が再発見されたのは

1960年代である。交響曲や弦楽室内楽の作品も少なくないが、特筆すべきその

オルガン作品は教会の礼拝と深く関わりながらも伝統から大きく変容し、ソナタ、

ファンタジー・ソナタ、パストラール・ソナタなどに本領を発揮した。このカトリック

の黙想を音楽で表現した瞑想粗曲もその片麟を窺わせる作品である。この曲は

《Z●01f Or901vortraOo 12の オルガン演奏》と題する副題を持つ、1891年 11月 から

12月 にかけて作曲された組曲 (1892年出版)の第 5曲で、壮麗なマエストーソを展開

する。冒頭の主題が後半で再現されたあとのコーダはセザール・フランクなど新ドイツ

楽派の手法を試みている。

◇F unf H ymnen(五 つの賛歌)作 品140
ラインベルガーは1839年3月 17日 リヒテンシュタイン公国のVerdu2で君主に仕える財

務官を父として生まれた。 5歳の時からSeb●8tian POhllの厳しいオルガンのレクスン

を受け、 7餞の時にはVerduzの教会のオルガニストに成り、オルガン伴奏付の三声ミサ
を書いて翌年発表するなど、早熟な才能を披露した。1851年からミュンヘン音楽院で

理論、オルガン、ビアノを学び、在学中から作曲を熱心に手がけるようになり、1859年

に作品 1のビアノ曲を発表する。以後彼はビアノ曲よりむしろオルガン由の重要な

作曲家として知られるようになる。同じ年彼は聖

“

ichaol教会のオルガニストに

就任し、1866年まで務め、1864年から1877年までミュンヘン合唱協会の指揮者を務め、

宮廷オペラの指揮も担当した。1867年再開された音楽院でオルガンと作曲を教える

ように成り、1877年にバイエルンの宮廷楽長にn41し て、1884年にはベルリン王立アカ

デミーの会員に推された。1901年これらを辞職して間もなく、11月 25日 に死去した。

1884年バイエルンで作曲したのが、この作品140である。H"neはカトリックの聖務日課

用の賛歌を意味している。

第 1曲 Tribu ationesは 苦悩からの解放と罪の故しを哀願する歌罰を歌うもので、

四旬節の第 2主日の昇階唱として歌われる典礼聖歌の歌詞を使用していて、出の歌い

出しもグレゴリオ聖歌の原出を参考にしているが、曲の構成は三椰形式になっていて

くTribulationes>以下前半の歌罰が後半を歌い終つた後もう一度繰り返される。哀瞑

する言葉には音符に強日記号が付いている。

第 2曲 Dextera Doniniは詩編 118か ら第16、 17節を引用して信頼と献身を歌うもので、

第 1主日に朗唱される詩幅 (典礼では詩編117)の一部分を歌詞に用いている。ロマン

派らしく強弱の効果を取り入れ、主への信頼、生命、献身の告日を時には力強く、かつ

陰影深く歌いおさめる。



第 3曲 EripO meは受難週の聖月曜日に歌われる奉献唱の歌詞を使ったもので、迫喜と
試練のなかから真実の神である主への帰依を告自して救済を求めている。くininic18

moio私の敵ども>は信仰を妨げる、神の御意を行なわせまいとする精神的社会的誘懇を

指す。歌詞の部分部分が各自モチーフを担いながら哀願の感情の高まりを盛り上げ、

くEripO me:quia Dous●eus es tu_私 を解き放つて下さい、私の神様はあなただから

です>というフレーズが繰り返される。

第4曲Ave reginaはアルプレヒッベルガーの作品と対照させて聴くことができる。この

曲も受難週の聖木曜日の終課に歌われた可能性がある。懇願や強調すべき内容を示す

歌洞の音符にアクセント記号が付く傾向はこの曲でも同じである。

第5曲Angel:s suisは四旬節の第 1主日の昇階唱の歌嗣を使っている。バリトンのソロ

がアリア風に先唱し、合唱が対位法を駆使してポリフォニックに答唱する構成を守って

ヽヽる。

◇Moditationon 作品167よ りCan20netta変 口長欄 PrO udioと 同じ小曲集の第3曲

で、主題から展開へ、そして再現、コーダヘとソナタ風に展開する右手、左二 足鍵盤

が三二奏するように構成された舞曲風のメロディックな出である。変口長調で書かれて

いるのが珍しい。

◇S tabat Mater 卜短調 作品138 Steb●t陽ter作品16をすでに作っているライン
ベルガーが後期に再び作曲したこの曲は表現性にあふれて居り、彼がやはリロマン派に

属することを強く感じさせる。歌飼は1306年に没したJacopone da Todiの作と伝えられ

たが、現在は13世紀にフランスで生まれたとするのが定説。15世紀に続唱¨quOntia

として典礼の中に取り入れられ、9月 15日の聖母の七つの悲しみの祝日と受難の主日後

の金曜日の聖処女マリアの七つの御苦しみのミサに歌われる。グレゴリオ聖歌では

全体が20節に分けられ、同じ旋偉を1節ごとに繰り返すが、この曲は14節、6‐ 8節、

9‐ 14節、15‐ 17節に18、 19節を別の歌詞に改めて付け、終結部20節を添えた四部に分け

られている。各部分は互いに共通するフレーズがモチーフを共有し合いながら展開して

居るにも拘らず、全く趣の違う内容に成つている。マリアの悲痛な苦しみ、御子の十字

架上の苦しみを語る部分は下降旋律で表され、欺息や剣が心を刺し貫くという表現や

倒子が魂を手放される部分などにすべてアクセントが置かれ、叙述や告自の強い懸情を

伴つた強日はフォルテで、悲しみや試線の語りはビアノでと、強烈な表現性をつくり

出そうとしている。重い旋律はやがて安らぎへと変わり、更にはのかな書びへと転じ、

終結部ではフーガで明確な喜びの信仰的帰依へと変わり、死後の世界で魂に天国の誉れ

が与えられるように祈り求める歌嗣は、くparadisi gloria>に一瞬受難の下降形の

モチーフをかいま見せながら収東する。つまり、殉敦的死に対して天国の誉れが与え

られるようにという音楽表現なのである。

(文責 野口 碩)



東 京 ア マ デ ウ ス 合 口昌 団 の ご 案 内

(平成 15年 11月現在)

今回ご来場の皆様方の中には、すでにご存知の方々も多いかと思い

ますが、東京アマデウス合唱団を初めてお聴きになる方々のために、

着干のご案内をさせて頂きたいと思います。

東京アマデウス合唱団は、 1980年 に「モーツァルトのレクイエ
ム」を自分達の手で演奏したいという夢を持つ、アマチユアの仲間違

が集まつて創立しました。

以来、モーツァルトのほか古典派の作品を中心とした宗教曲を、

ほぼ毎年 1回の定期演奏会で演奏してまいりました。

今年で23周年を迎えましたが、その間に演奏した曲の主なものを

後のページに掲載しておりますのでご一読下さい。

この合唱団は、指導者の招聘・指揮者の選定・会場設定・演奏会の

曲目選定・プログラム印刷・演妻する曲日の解38から訳罰に至るまで

全てが団員の労力と団員だけの資金で成り立っており、手作りの演賽

会を開催するユニークな合唱団としての存在価値を、団員―同が薔り

としております。

創立当初は68名いた団員も現在は15名程度になりましたが、

なんとか存続させたいという団員の強い意志に支えられて、現在に

至っております。

今後の活動予定は次ベージの通りですが、一緒に唄ってみたい方や

興味のある方がおられましたら、是非とも練習会場にお出かけ頂いて

練習状況をご覧頂きたい (見学大欽迎)と■つております。

次ベージ及び下記ホームページをご参照の上、足非ご来場頂きたく

団員―同心からお待ちしております。

[ホームページ]

ht t p: //h omepage2. nif ty. com/Anadeus/



主 な 濱 奏 山 目

事1回 モーツァルト(レクイェム),蘇4罐

精2回 8111 ヘンデル (メサイア)

窮3回 ,21: フォーレ (レ クイエム)

層4回 Ю 9 モーツアルト (餃冠式ミサ)

事5日 34 9 モーツアルト1レクイェム)"イ t‐I

お6ロ 勇 10 ′`ッハ (カ ンタータ 106)

窮7回 玲 10 モーツアルト (グロッセ ミサ)

彗8回 口 10 シュシツ |よ ,1サ ,,,■ ,1,ィェン)

事9回 〕812 モーツアルト (ヴェスペレ)

箔10ロ Ю ll モーツアツレト|レ クイエムm■

鳴 Ю 5 ショスカン テ ブレ (1″ェル
',)

割 1回 〕1 2 モーツアルト (リ タニア)

肇12回
'111
モーツフルト (ド ミニクス ミサ)

棗13E 9211 シャルバンティエ (真夜中のミサ)

第14E ,311 モーツアルト(ミ サブレヴィス 275,

15陽 94 11 モーツアルト|レイ鋤 ¨ 鮮

帯15に 95 10 パッハ (カ ンタータ 182)

9611 モーツアルト (ヴェスペレ)孵10E

颯 7垣 ,110 0-ツ ァルト (ミサ ソレムニス)

10 バッハ (カ ンタータ 61)

991 ラインベルガー 1スタ′ヽトマーテル)

離 理 00 ハスラー&メ ンデルスゾーン等

'リ
スマス )01: 四つのアウェマリア等

モーツアルト(ト リニターティス ミ,)
=ι
O日

■ 1巨 0210 ドイツ パロック ,CFB`oヽ専)

00 11 ラインベルガー(スタパトマーテル〕

東京アマデウス中

今 後 の 活 動 予 定

2004年 ■ ■ 月 3日 (水 祝)予 定
第 23固 定 期 演 妻 会 聖 ア ン セ ッレモ ロ 継

`ヨ
掟 )

漬 秦 曲 目

パ レ ス ト ワ ー ナ    :Alma redmptor18 Mater
:Rogina Cooll

ョ■ン 7ヴ ェ ル デ ィ  :Missa a quattro voc,
da oappell a

D ス カ ル ラ 、ン テ イ 1lSte conf誅 ぃ r

,Te glorio8uS
:Laetatus sum

参 カロ ・  見 学 ご 希 望 の 方 ―

お  『1』ヨい 合 わ せ 先

辻 村 順 子 048-476-4056
な イ累 ル ミ 子  03-3960-77■ 4

練 習  日  毎 週 水 曜 日  午 後 6時 半 -9時

練 習 熱  同 イニ キ リ ス ト 教 会 美 書 実 幼 確 固 2F
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Johrnn Gcorg Ilbrcchtabcrrr

Ave Regina coelortun口 短調
lissa二長調

Jooo「 Gobrie: RheloberOo『

作品140

卜短調 作品138

轟
＃
ヽ
一
＝
■
＝

躙
憫
Ｆ

F0nf f,ymen
Stabat llater

(文責 野口 碩)



繁 讐21udiurn 二長調 作品 12の 2 Johann CeOrg AlbrechtS“ rge■|

0"ン僣げ輛)
Ave  Regina  coeloruln 口短調  Johan:〕 Georg t樋

鴫馳:指 l皐:!l)喘  17730ら〉
″o Regina coelo,Ш             ようこそ 諸々のスの女工きま.

盤l:瑞::LTgel°
nm            

嗜
うこそ｀御使達の支醸者であられるお方。

G£::V:il::t:i:Iittl・
lundo lux est orta   :じ

↓:露:爆「 をili書 ″[見婁
:iζ
ESIミ :

Super omnes speciOsa:           すべてのものに超えて美しいお方、
Vale,o valdc decora,           

裁瑾あ僧揚iこ軍,実彙を意橿tと総省欝{kださぃ。et pro nobis Christum exora               私

(オルガイき日

"畑

)二
長調 Johann ceorg AlbrechtsbergerlJ(1783)

轟理聯.‖脱犠‖鍼→
〔
`ヤ

:||:allる震lelsis Deo)         (いと高き処では神に米光がありますように.〕
(主諷0賛によ的1lι力嗜10,示18,フォニ)
Et in terra pax holinibus bonae voluntatis そしてこの1しては善意の人々に平和がありますように.
Laudamus te,                あなたを誉め称えます。
bel edici口us te,             あなたを祝福します.
adoramus  te,             あなたを崇めます。
glori“ ca■us te             あなたの栄光を称えます。

|1計|[lilま場∫|||1曇 Islum       il:illi:子 :嫌ξ彗i
Dttine Fili unigerite,            御0と り′であられる■よ
」esu Christe               イェス キリストよ。

Quiilllli:SI:量
:i:Di輔 llli:el:|:i:;bis   ilラ :;:li:言

':i:l〔

[省::;与ぇ響雫:饗∫
よ。

susci"Oeprtca ionm nOstr測       私達の故しの願いを受け人れてドさい。
Qui sedes ad dextertt Patris,コ iserere nObis御父の右に座って居られるお方よ 私達をお憐みください。

“

oniШ tu sOlus,tu Sttctus,        あなたは唯 ―のお方であり、あなたは聖なるお方であり
tu Dominus,Altissimus,jesu Christc    あなたは■であり、いと高きお方 イエス キリストだからです.

艦 :熙"鋼・
叫 hⅢ Ⅲ 哺 眈 Ⅲ

9咎属夕 f蟹讐『 う考
のう切 こ層られる御聖霊ととコ■

主よ、お憐れみください。

圭ir:まれ,11:ifさ
い。

3_Credo
の ゴ,オ雪,お閣)
Credo i■ unum DeШ ,〕
輛 日の三示と誅,7=ユ 【よ翻 ,壽式)
Patrem OnnipOtentem,
factoren c“ li et terrae,
visibiliLl1 0mnium.et invisibil,un
Et in unum Do■ inum lesun Ch『 istum,
FiliuD Dei unigenitum
rt ex Patre natum ante omnia saccula
Deu de Deo,Iunen de lШ ine,
Deum verun de Deo vero
Genitu口 , ■on factum,
co■ substtttialem Patri:
per que口  omnla Facta sunt
etli proptei nOs homines,
et propter nostram salutem
descendit de caelis
Et l■carnatus est de Spirltu Sancto

d讚進縣さホモリスム
“
リフォ:1に1踊ド

tuS est

。調器りよ
L"p6譴
…
∞
"ms S●Et resurrexit tertia die,

温馬獣1当,;,11,tW∞
Et ascendit in coelum:

Ef:::lu:'v::モ ::[:・e:lt[1:‐」。
“
a,

(私は哺一の神を信します。〕

鏑8:;釜 ;≧を、
2E?最空8皇?菫晏A討りヽ12造

り主を有します。
ひとり子の神の御子を信します。

言!l;:::li]:!:l[信 tifIま
す。

響等あ」傷〔23慧,21ξ:[ζ鳥たからです.
そのお方が私たち人類のために、
私たちの故いのために、

季むや逸娑ξ挙,ぶ 32'liLて里霊によって受肉され、
人と成 られました。

る:?朱 9;ぶ魏 |よ」『滅イ笠けて葬られました。
そして三日日によみがえられました
聖書に従つて.

そして人に昇られ、

"父
の右に座して居られます。
そして栄光とともに再び来られ、



t,,;:ξ盤:深鵬職liる瘍 ガ月段
hi

Hosanna in excelsis

?輪服瞬,)ilを含tァメヵ)
Attus Dei,qui tollis peccata lllndi:
miserere nobis
AgntlS Dei,qui to〕 ]is peccata mundi:

く,WOタィアウア■ェ)
dona nobis pacem_

第 2部
〈
"ル
議)

jdicare !ivos et o.auos:
cujus resni non erit finis,

Et in Spiritu S&cfir loninm

qui ex Patre Filioque procedit.
qui cm Pat.re et tilio simrl adoratur,
er consiori licatur:
qui locutus est pei Prophelas.

Bt. unan sancta catholi car
ei aposlolice Ecclesi an.

Confiteor unuI baptism
in renissionee leccatoruD.[t exspccLo resurrectioren nortuorm.

Et vitar vsturi saecul i-

4. Samtlls
Gr\'/,noll !x\

?鋼:釜戒麗:尉i『]昇:SS Dominus Deus Sabaoth聖
なるかな 聖なるかな、聖なるかな、万軍の主なる神 .

お霧

'の

アげ:)aeli・
Ct terra g10,ia tua    あなたの栄光が天にも地にも満ちています。

Hosanna in excelsis             いと高き所にホサナく蔵).

5 Betedi ctlls

(,ガ ト喘より、崩|き帥ポリフォニヘ

'う

)

言

`阜

こそを薔諄ら
主縦み妻釜殺i3〔 :卜無ぃてしょう。

ξi:l:i蓋量i俣言愚i[当番ζttFる
。

景:;霙曇言言ξ:書言]::「
ていた事です。

:giキ
脅ζiを与を∬る器をそ菫義ま).

ほむべきかな、主の御名によりて来たる者よ。

いと高き所にホサナ.

ま2モ [機お力呈ぞ£省まま・
世の罪を除かれる神の小羊よ。

私たちに平安をお与えください。

私の心の音悩が広がつています。
いろいろな窮迫した■情から私を解き放ってください、主よ。
私のヘリくだった姿、労苦する姿をご覧くださって、
すべての私の罪をお散しください
私の心の苦悩が広がつています.
いろいろな窮迫した事情から私を解き放つてください、主よ。

私を自分の敵から解き放つてください、主よ。
あなたの御許に身を避けるとき、
あなたの御意を行なう事を教えてください。

勢:蹄青ll通5』Ё讐:私の神様はあなただからです.

継暑甕ζ言i愴[littl点曇:Lなただからです。

Mcditation 件品 167よ りPrc l utli o losef Gabriel Rheinbe“ erl歯

F響碧鼎 ymnen〈 五つの賛欧〉 作品 140   Jose'Gab● el Rheinbergeril

l- Tr i bu 1a-t i ortes(1884)
Girn)'tribula!iones cordis nei dilatatae sunt:

de necessitatibus neis eripe oe,)onine.
Vide huilitatm !ear.el l$oren neuo:

ct dioitte oooia leccata rca.
Tribulationes cordis nei dilatatae sunt:

de nccessitatibus rcis eripe ne,Dorine.

2- Dextera. Domini (*tli8.16 17)
Otrtt|jil7i: )
,qtera )onini f.cit virtuter,

dextera Dmini exaltavi t re:
non mriar,sed vive,
er narrabo opera DoBini.

3- Er i pe me(1884)
(fxlogfi ]$r7r:-r]r6qoBittt]au)
Eripe oc de inioicjs neis,Donine:

doce !e facere volunlates tuan.
Eripe oe:quia Deus neus es ttl.

doce ,ie facere volurtaieo tuar:
quia Deus rcus es tu,

Eripe ne:qlia Deus neus es tu.

4- A\7e res i na
(Trrrl]*Lti!jrr: )
Ave resina coelorun,

ave DoDina anselorufl,

salve porta,er qDa nundo lux est orta,
resina coeloru0, o saude sloriosa,
super o@es specrosa:
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salve,o valde decora
€t 9ro nobis Christu exora,
avc resina coelorur-

お狭いください、おお何ともすばらしいお方、
私達のためにキリストをお願いして得られてください、
ようこそ、天の女工さま.
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QH',l,\MeditaLion ?E,El67J t, Can,-onc t t a Josel Gab el nne'nberserfil

g響
響ぜ曽t MatOr 卜短調 作品 138 1oser
l_Stabat Hater lolo,osa

Cabricl Rheinberger4曲

薔,わな,ら、鮨研:リセ■態越,m)
む́御ヽはいつまでも,んで居られた、
ス架のすぐ労らに涙に暮れて

詔委省:をF遺桑Tして悲しむ、悩める魂は

譲賞骨:iきI:詈:聾:!:::::響覚らぁる剛.
li[|lfiII:|IIil!|]i]ll柔

IIil力 !|:‖i:|1撃ぜ職省L幡場総懸暮讐彗
[::嘗きは,:ζ::[]::l,

分の民の罪のために
スさまが拷間の責め音と

】場景意9象鸞籍辱:豊「先んで行くのを見て
":ら

れた
手放されたとき.

諸撼籍‖燿勲|ヽいてい撼̈ 饉観撃、澤,表
`●

られるり,■_
me sentire vin dolo● s,ac.         私に痛みがどれほとであるかを感じさせ、
ut tecw luge錮                 あなたとともに悲しませてください。

li:|:ilil:::lilill。
|1ll。lilil∫

Dell■,il:iil]::書

:[営 :骨
[i:iiIIli]|、 .

Tui nari !,rrncrarl, ,t)zLaata. H-l] 
^t1,.tsr disnar.i pro De parr, :irftl*t$oll:Dt:ltitilllti

locnis o€cm divide. rtUAA, AU 'rln'"4!ti!-'. ..

|[il:il11::||::i::。             1ち
る::li會::[塞信:登

覺誓tikださぃ、

こ
““
Ы mdatt h口 oou d‐

“
‐_とζう?意::宅を点ちtit芦をあげて泣きたいのです。

|のうちでもすぐれた処女よ、

悦 [=:ミζliと書暑夕等:〔ふ〔:ぞ [さぃ。
姦あ2番暑言

=elttξ

憶を見えさせてください。
1打ち傷を負わせてください

111磐重[港I魯[菫を11奏ξ::;:こ、審判の「1に .

:港II[』:番意豊体:i:[吝 I:[:||:
撲薔楊を見、与ぇらるようにしてください。


